
REAL4[出力] 

Ver3.41.20 2025/1 

 

【組作成】のスプライス等にチェック☑ を入れ連

動データ作成を行うと、溶接やスプライスで取合う

部材を同じ定尺材から取合うことができます。 

 

スプライス＋溶接はフランジ溶接継手、溶接は板

継手になります。 

部材のＩＤ番号が違う部材は組作成しません。 

※最適取合 2 は未対応です。 

※事前に最適取合 3【パラメータ－】- 【2.詳細】

- 5）組を【0-有り】に変更してください。 

 

 

 

REAL４で【出力】‐【連動】をクリックします。 

 

 

 

連動データ作成画面が表示され、連動に関する注意事項が表示されます。 

内容をご確認いただき、【連動データ作成】をクリックします。 

連動データ作成が終了したら OK をクリックします。REAL4 での作業は以上になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最適取合 3 を起動します。 

【連動】-【REAL4】をクリックします。 

 

 

 

 

連動元工事の選択画面が表示されます。 

連動する工事データを選択し、↓をクリックします。 

 

選択中の工事に選択した工事が移動するため、 

OK をクリックします。 

REAL4 で連動データを作成することで連動が可能になります。 
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切材ファイルは、各工事データフォルダの input-Ch3Data に【切材ファイル名.ChB】と保存されます。 

例）切材ファイル名：test → 

取合連動時に【切材入力】の符号欄、用途欄に連動する項目を選択できます。 

【設定】→用途とした場合、右隣の設定より複数組み合わせた名称を連動することができます。 

 

 

 

 

 

取合連動画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①工区や節、区分や材種などで連動したいデータのみチェック☑ を入れます。 

②【切材ファイル名】を入力します。 

③開始をクリックすると連動処理確認画面が表示されるので、はい(Y)をクリックします。 

 

処理が終わると【入力】-【切材入力】に REAL4 から連動した 

データが反映されます。 

 

 

 

REAL4 で連動データを作成することで連動が可能になります。 
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